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図書館総合展2024 JAIRO Cloudでオープンアクセスを実践しよう！
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本日の内容

1. 東京学芸大学の紹介

2. OAアシスト機能の活用案

3. OAアシスト機能でシミュレーション
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東京学芸大学の紹介

1. 東京学芸大学の紹介

2. OAアシスト機能の活用案

3. OAアシスト機能でシミュレーション



東京都小金井市にあります

東急東横線「学芸大学駅」ではありません
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教育系の国立大学です

11の附属学校園をもっています
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学生・教員数

Teachers=大学教員（278）+附属学校教員（340）

Students:

Teachers:

5,000

600

大学について（2023.5.1時点）
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https://www.u-gakugei.ac.jp/01gaiyo/


科研費採択数

年間約100～150件の採択件数
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科研費データ（日本学術振興会）をもとに作成
7/35

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/index.html


KAKENの論文数

年間約100～200件の科研費による論文
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CiNii Researchにて所属機関「東京学芸大学」、データソース「KAKEN」で検索した論文数
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OAアシスト機能の活用案

1. 東京学芸大学の紹介

2. OAアシスト機能の活用案

3. OAアシスト機能でシミュレーション



東京学芸大学の即時OAへの対応体制

公的資金による研究データの管理・利活用に関するWG

メンバー

• 研究担当副学長

• 各学系から選出の教員

• 学術情報会議（附属図書館長）

• 研究・連携推進課

• 学術情報課
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即時OAへの対応フロー案

研究者

リポジトリ担当

公開対象となる

論文を執筆

登録申請フォームで

リポジトリへ登録申請

登録内容の確認
必要に応じて

研究者へ照会
リポジトリへ登録

回 答 確 認

登録が完了した旨

研究者へ連絡

論文情報、著者最終稿

および付随する研究データを登録

Sherpa, SCPJ, 出版者ウェブサイトで

セルフアーカイブポリシーを確認

実績報告書へ記載

出版社のセルフアーカイブポリシーの確認
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想定している理想的な流れ

研究者→リポジトリ担当→OAという流れが理想

Researcher

Repository

GOAL!
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でも先生方はお忙しい…

他の研究 学生指導会 議 13/35



でも先生方はお忙しい…

OAにするための手続きに手が回らず、こぼれてしまうことも…

Researcher

Repository
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こぼれた論文をキャッチ！

OAアシスト機能
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こぼれた論文をキャッチ！

OAアシスト機能
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OAアシストでアシスト!!

非OAになりそうな論文をOAアシスト機能でキャッチ！

Researcher

OA Assist

Repository
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OAアシストでアシスト!!

GOAL!
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OAアシスト機能の活用案

研究者の方からの申請を基本にしながら

OAアシスト機能で定期的に漏れがないか確認 19/35



OAアシスト機能でシミュレーション

1. 東京学芸大学の紹介

2. OAアシスト機能の活用案

3. OAアシスト機能でシミュレーション



先行利用で何を試すか

本学のリポジトリはこれまで紀要や学位論文が中心

即時OA義務化が始まったつもりで

どのくらいの作業が必要となるのか

OAアシスト機能をもとにシミュレーションしてみました
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シミュレーションの内容

• 調べた対象

• 即時OAアシスト機能にあがってきた論文 （2 0 2 4 . 1 0 . 1 0時点）

• 出版年月日：2023年1月～12月

• 調査内容

• どのくらいの論文が即時OAの対象となるのか

• その論文はリポジトリに登録できるのか

• 調査方法

• 実際に電子ジャーナルのページにアクセスして確認

* OAアシスト機能はLens、Jstageを元データとしているため、リポジトリで公開される紀要は含まれない（リポジトリで公開＝OAなので問題ない）

2 0 0件 *
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即時OA義務化の対象

「画像「即時オープンアクセスの広報」（やわらか図書館学）を改変

対象の競争的資金 査読あり

電子ジャーナル

即時OA義務化対象
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https://yawatosho.hateblo.jp/entry/2024/09/15/174856


OAかどうか

多くの論文が何らかの形でOAとなっている

* エンバーゴを経てＯＡとなったものは即時OAでないため非ＯＡとしてカウント

OA

152件（76%）

非OA*

48件（24%）

Total

200
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査読誌かどうか

ほとんどの論文が査読誌に掲載されている

Total

200
査読あり

170件（85%）

査読なし

30件（15%）

（Lens , J s t ageに採録されるような雑誌は査読誌が多い？） 25/35



即時OA対象の競争的資金の助成

助成を受けていない論文が多い

*非OAのため、本文で謝辞・Acknowledgmentが確認できなかったものは不明にカウント

Total

200

対象の助成あり

64件（32%）

対象の助成なし

119件（59.5%）

不明*

17件（8.5%）
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ここまでのまとめ

即時OAの対象：78件

2023年に出版された論文：200件

査読誌に掲載された論文：170件

即時OA対象の助成をうけた論文*：81件

*不明を含む
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即時OA対象論文のOA状況

即時OA対象の論文も半数以上OAとなっている

* エンバーゴを経てＯＡとなったものは即時OAでないため非ＯＡとしてカウント

Total

78
OA

43件（55.1%）

非OA*

35件（44.9%）
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非OA論文のセルフアーカイブポリシー

多くの雑誌でエンバーゴが課せられている

* Sherpa Romeo, SCPJ, 学会・出版者ウェブサイトでAccepted Manuscriptの機関リポジトリへの登録条件を確認

Total

3518m Embargo

1件

No Embargo

6件

12m Embargo

21件

NG

3件

条件不明

4件
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シミュレーションのまとめ

2023年に

出版された論文

査読誌に

掲載された論文

即時OAの

対象となる論文

（査読∩助成）

OAとなっていない

即時OA対象論文

即時セルフアーカイブが

可能な論文

200

170

78

35
6
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感想

「即時OA義務化」への対応と考えると対象の論文は決して多くない

「即時」「義務化対象」ということにこだわり過ぎない対応

31/35



感想

OAアシスト機能の情報と実際が異なっている場合が少なくない

データソース側で情報を充実してほしい（特に助成情報）

OAアシスト機能
DOI、OpenAlex

等の各種DB
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さいごに



さいごに

即時OAアシスト機能について

• OAアシスト機能は論文の把握に役立ちそう

（特に和と洋が同じツールで管理できるのがありがたい）

シミュレーションの結果について

• 義務化前に規模感をつかめると

対応も検討しやすくなるかと思います
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ご清聴ありがとうございました

JAIRO Cloudでオープンアクセスを実践しましょう！


